
（
削
る
）

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手
国

の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
。

５

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

３

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
観
点
及
び
Ｇ
Ｘ
政
策
の
観
点
か
ら
、

次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

、
イ
並
び
に

イ
、

ト
は
拠
点
整
備
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低

炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
が
満
た
す
べ

き
必
須
の
要
件
と
す
る
。
ま
た
、

ル
は

必
須
の
要
件
で
あ
る
と
と
も
に
評
価
項
目
と

し
て
も
用
い
る
。

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
観
点
及
び
Ｇ
Ｘ
政
策
の
観
点
か
ら
、

次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

、

並
び
に

イ
、

ト
は
拠
点
整
備
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低

炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
が
満
た
す
べ

き
必
須
の
要
件
と
す
る
。
ま
た
、

ル
は

必
須
の
要
件
で
あ
る
と
と
も
に
評
価
項
目
と

し
て
も
用
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

（
略
）

（
略
）

安
定
供
給

安
定
供
給

イ

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
量
が
水
素

換
算
で
少
な
く
と
も
年
間
一
万
ト
ン

を
超
え
る
こ
と
。

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
量
が
水
素
換

算
で
少
な
く
と
も
年
間
一
万
ト
ン
を
超

え
る
こ
と
。

ロ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

ハ

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手

国
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
。

（
新
設
）

ニ

特
定
の
国
に
依
存
し
な
い
、
強
靱

で
信
頼
性
の
あ
る
低
炭
素
水
素
等
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ

と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

経
済
効
率
性

経
済
効
率
性

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

６

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

４

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法
は
、
低
炭
素

水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
次

の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

は
必
須
の
要
件
と
す
る
。

ま
た
、

、

、

は
必
須
の
要
件
で
あ
る

と
と
も
に
評
価
項
目
と
し
て
も
用
い
る
。

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法
は
、
低
炭
素

水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
次

の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

は
必
須
の
要
件
と
す
る
。

ま
た
、

、

、

は
必
須
の
要
件
で
あ
る

と
と
も
に
評
価
項
目
と
し
て
も
用
い
る
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

低
炭
素
水
素
等
利
用
事
業
者
に
よ
る
低

炭
素
水
素
等
利
用
事
業
の
確
実
性
が
高
い

こ
と
。

（
新
設
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給

及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
認
定
の
申
請
が
さ
れ
た
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
で
あ
っ
て
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
際
認
定
を
す
る

か
ど
う
か
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
従
前
の
例
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
法
第
七
条
第
一
項
の
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画

は
、
次
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
認
定
供

給
等
事
業
計
画
と
み
な
す
。

（
認
定
供
給
等
事
業
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
認
定
供
給
等
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
、

変
更
の
指
示
及
び
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
四
号

環
境
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
ヒ
ア
リ
類
（
要
緊
急

対
処
特
定
外
来
生
物
）
に
係
る
対
処
指
針
（
令
和
五
年
国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

第
２
中
「地

方
環
境
事
務
所

」
を
「地

方
環
境
局

」
に
改
め
る
。


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